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左
岸
た
起
点
に
次
は
宮
一

1

．

附
の
鹿
川
神
社
の
境
内
一

リ

－

に

一
一
氾
販
が
設
け
ら
れ

一

島

～

た
。
涜
内
に
入
る
と
石
一

ハ

月

一

の
大
鳥
川
が
あ
る
が
そ

ω

民
生
仰
巾
務
委
民
会

一

の
西
側
に
う
っ
そ
う
と
一

川
戦
此
研
修
会
（
第

一

戸

茂

る
霞
の
老
木
が
あ
る
一二
七
日
町
内
製
長
会
議

一

J
角川

の
を
見
る
そ
L
て
人
目

一ニ
ワ
口

町

議

会
文
以
安
品
A

以
川
川
内
厚
生
一

F
屯
レ一

．
を
悲
〈
判
～
叫
の
h
．幹
を
羽
－一

ω設
川
山
．祭

一

．
 

＼
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t
L
て
L
J令
こ

j

カ
一～二
＝三二
臼

眠

けH
研
修
会
（
第
一
一
一
口
）

ム

了
払一
圃
咽
司
山
M
崎
の

一
印口域
の
k
に
一～二
六
日
選
品
支
判
一
出
4

公川民
ι到

一

げ
持品圃

附

肌
ら
れ
た
桓
で
あ
る
。

一一一
一
九
日
一
叫
叫
．
叫
小
…
%
．
引
ム
…
附
議
会

一

旧
国
道
の
路
線
変
更
等
に
よ
り
、

一
旦
一一

七

月

一

塚
の
跡
は
殆
ん
ど
そ
の
を
を
消
し
て
し
ま
一～

斗

ヤ
三
日
庁
内
課
長
会
議

－

っ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

一（

一

一一
四
日
選
挙
管
盟
委
員
会

～

今
こ
与
に
、
北
陸
滋
は
加
賀
薄
の
東
の
一～

一

入
口
、
宮
崎
に
遺
る
一
里
塚
を
紹
介
し
て
一一
五
日
町
議
会
農
林
委
員
会

一

E

一一
八
日

参
議
院
議
員
選
挙

執

行

～

藩
政
時
代
の
交
通
の
模
様
を
探
る
こ
と
と
～

一

し
た
。
ハ
右
写
真
明
治
三
十
・1
fの
元
標
〉
↑一
一
一一
一日
町
内
会
長
代
表
者
会
議

一

い
一
四
日
職
員
研
修
会
（
第
四
日
）
～

年
経
た
此
の
一
里
塚
の
壊
は
そ
の
傍
を

一｛

）

一
～
町
議
会
正
副
委
員
長
会
議

－

通
っ
た
幾
万
或
は
幾
十
万
と
数
知
れ
ぬ
旅
一
｝

人
を
迎
え
、
見
送
っ
た
こ
と
で
あ

7
0÷一伝
い

川

内

は

は

同

は

付

仁

川

：

．

、
，
泊
の

ん
店
法
r
」、
は
．
泊
か
ん
叫
ん
比
い
じ
れ
し
か
い
い
十
凧
わ
し
ι．0

．

』

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
織
一
八
郷
近
在
は
勿
論
、
新
潟
県
か
ら
六
月
三
十
日
の
大
放
の
神
事
に
発
す
る

田
信
長
が
、
日
本
刀
始
め
て
一
里
霧
を
築
一ヘ

ま

で

、

六

月

三

十

日

七

月

一

日

「
鬼
遠
祭
」
は
、

一
切
の
罪
け
が
れ
を
誠

か
し
め
た
。
そ
し
て
始
め
て
、
一
二
十

六

町

す

の

両

日

、

サ

ー

カ

ス

や

、
大
道
い
清
め
る
日
本
古
来
の
神
道
行
事
で
、
こ

を
以
て
一
里
と
し
て
、
近
畿
諸
国
に
塚
を
に
商
人
等
見
物
に
、
ぞ
く
ん
＼
と
れ
に
、
に
ぎ
わ
い
が
附
随
し
た
の
が
、
町

築
き
上
に
壇
を
植
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ロ
お
し
か
け
て
、

当
地
方
き
つ
て

の

「
鬼
遠
祭
」
風
景
で
あ
る
。

る。

一、

そ
の
後
徳
川
氏
は
こ
れ
に
な
ろ
う
て
擾

亡

長
九
年
二
月
、
東
海
、
東
山
、
北
陸
の
諸

一J

街
道
を
修
理
す
る
に
当
り
、

一
里
援
を
築

一J

か
し
め
た
。
即
ち
江
戸
日
本
隔
を
基
点
と
ス

し
、
順
次
七
道
に
一口一っ
て
、
三
十
六
町
毎
一
ρ

に
揮
を
築
き
嵐
上
に
擾
を
随
え
て
岡
山ぃ
韓国凶

一・－

と
し
た
。
明
治
九
年
内
務
省
令
を
以
て
各

一川

特
道
一
里
塚
の
適
宜
際
投
を
府
県
に
令
違

一（

し、
h
u

…害
有
益
の
も
の
だ
け
を
存
泣
す
る

一へ

こ
と
L
な
っ
た
。

此
の
た
め
に、

京
山
県

一『．

で
も
殆
ん
ど
が
、
取
り
除
か
れ
て
し
ま
っ
7

て
、
宮
崎
の

一
里
媛
な
ど
は
、
将
来
へ
の
一
〉

保
存
が
特
に
皐
ま
れ
る
訳
で
あ
る
。

一．

北
陸
道
で
は
越
後
と
の
悶
境
、
境
川
の

一

第 1 1 号
編集報発行人
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九里道守

印刷所両越印刷

臨
記
さ
れ
て
い
る
。
又
、
武
徳
編
年
集
成
に

一
一月
四
日
台
徳
公
東
海
東
北
北
陸
三
道

に
一
里
塚
を
築
か
し
め
給
ふ
。
天
正
に
織

田
信
長
、
分
国
の
中
、

一
里
塚
を
築
か
し

む
、
其
迄
は
呈
数
の
名
の
み
有
て
、
一
塁

の
町
数
定
ら
ざ
り
し
を
、
地
の
三
十
六
禽

を
表
し
三
十
六
町
に
究
め
、
揮
の
上
に
は

檀
（
え
の
き
）
を
慌
え
ら
る
。

此
の
度
も

准
ぜ
ら
る
べ
き
官
有
史
に
命
ぜ
ら
る
。
中

夏
に
至
り
て
、
諸
国
に
於
て
其
功
を
終
る

と
見
え
て
い
る
。

塚

大
正
元
年
十
月
十
五
日
、
北
陸
線
泊
訳
一
交
通
に
大
き
な
変
転
を
来
し
た
。

か
ら
新
潟
県
青
海
へ
、
汽
車
が
通
ず
る
ご

一

上
り
下
り
す
る
旅
人
は
、
ふ
り
分
け
荷

と
に
な
っ
た
。
所
謂
天
下
の
峨
、
親
不
知
一
物
を
一屑
に
、
北
陸
道
を
通
っ
た
そ
の
頃
は

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
長
い
円
月
を
費
し
て

一道
の
傍
に
つ
く
ら
れ
た
一
里
塚
を
通
り
過

漸
く
、
北
陸
線
が
治
孝
旭
し
て
、
北
陸
道
の

一
ぎ
て
は
、
今
日
も
何
旦
の
道
を
旅
し
た
と

一
司

d
，

長

い

施

路

の

苦

労
を
は
げ
ま
し

て
歩
い
た
こ
と

だ
っ
た
。

勾

今
を
・
一
る
三

J

百
五
十
二
年
の

昔
、
度
長
九
年

二
月

一
白
、
二

代
将
軍
徳
川
秀

忠
北
陸
等
の
諸

道
に
命
じ
て
、

一
塁
尿
を
築
か

し
め

二
0

・
本
朝

一
地
躍
に
将
U
L
r方忠．

東
海
‘
東
山
、

化
院
の
一
・一辺
の

山一何
十へ
名
に
命
じ

く
一

閉山山d
を
築

か
し
め
た
と
、
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て

大
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間
三
0
・米〉

四

ケ
所

土
砂
欠
壊

て

境
川
出
防
欠
壊

境
地
先

四
の
米

－
ヶ
所

て

符
川
焼
防
火
壊

一克
屋
敷
地
先

一
O
米

一
ケ
所

て

笹
川
俊
防
欠
壊

横
尾
地
先

五
O
米

＝
ケ
所

一、

舟
川
堤
防
欠
壊

島
迷
地
光

三
O
米

一
ケ
所

て

舟
川
堤
防
欠
壊
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弁
宮
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七
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ハ
耕
地
関
係
V

一、

笹
川
七
重
谷
川

水
路
欠
懐
三

O
米
（
一ニ
ケ
所
）
農
地
鹿
投

五

反

そ
の
他

五
ケ
所

七
反

て

上
江
剤
水

〈越
、
小
吏
〉
水
路
欠
敏

一
O
O
米

〈護
岸
六
ケ
所

四

O
米
践
石
一
O
O米
）

一
、
境
用
水

水

路

思
校

三
O
米

て

大

平
用
水
阪
入

桶
災
地回

上小川橋の流出方上
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境

参
僧
院
院
儀
員

通

常

選

挙

七
月
八
日
執
行
の
参
醗
院
践
員
適
時前
週

第
は、

保
守
、
革
新
の
対
決
の
結
果
を
反

映
し
て
、
大
き
く
世
論
を
動
か
し
た
こ
と

は
従
来
の
選
挙
に
比
べ
て
、

特
筆
す
べ
き

点
で
あ
ろ
う
。

然
し
、
こ
t
J
し
た
保
守
革
新
の
対
決
の

物
々
し
さ
に
引
き
か
え
、
選
挙
は
至
っ
て

低
輯
で
あ
っ
た
。

然
し
本
町
に
於
て
は
、
南
保
地
区
石
谷

に
は
、
殿
村
ふ
じ
さ
ん
の
よ
号
な
、
奇
特

な
有
権
者
も
あ
っ
た
。

朝
日
町
選
挙
管
理
蚕
員
会
に
於
て
左
の

如
掌
表
彰
状
を
贈
っ
た

3石

現

膨

朝
日
町
石
谷殿

村

ふ

じ

明
治
十
四
年

一
月
十
四
日
生

本
年
七
月
八
日
執
行
の
多
議
院
議
員

選
挙
に
際
し
、

卒
先
察
権
肪
止
に
努

め、

高
令
者
に
も
拘
ら
ず、

両
杖
を

つ
い
て
七
粁
に
及
ぶ
山
道
を
往
復
し

て
投
裂
を
行
い
選
挙
栂
行
使
の
範
を

示
す
未
だ
か
つ
て
選
挙
に
棄
権
し
た

と
と
が
な
〈
た
め
に
部
落
住
民
の
投

票
率
を
高
め
制
日
町
民
に
選
挙
権
の

尊
さ
を
自
覚
せ
し
め
る
こ
と
多
大
で

あ
る
ν

依
っ
て
菰
に
公
民
と
し
て
の
態
度
を

讃
え
之
を
表
彰
す
る
。

我

昭
和
三
十

一
年
七
月
十
四
日

朝
日
町
選
対
一’行
問
蚤

U
会

尚
今
度
の
出
挙
の
投
弾
事
は
左
記
の
巡

り
で
あ
っ
た
。

66.27 

5.418' 

4.188' 

｜計
14.195 

9.606 



稲

作

の

理

一
き
は
一
枚
の
臼
に
穂
が
一

t
二
本
出
た
と

一
定

植

八
月
の
下
旬
か
ら
早
い
方
が
良

一
き
（
政
林
一
号
）
を
際
都
に
し
て
全
面
撒

一
い
本
誕
が
五
枚
位
で
も
定
植
の
掠
備
し
て

今
月
は
稲
作
の
仕
上
げ
の
月
で
す
。
今

一

一

J

一
布
し
て
下
さ
い
。
七

ν
サ
ン
訂
版
反当一一一

一
六
枚
位
で
定
航
す
る
こ
と
、
定
相
の
日
は

ま
で
苦
労
し
て
来
た
の
で
す
最
后
の
努
7
一

一

一
キ
ロ
官
に
鍔
の
な
い
と
会
に
蹴
布
す
る
。

一
晴
天
で
あ
る
こ
と。

で
今
年
も
盤
作
に
し
て
下
さ
い
。
注
芯
し

一

i

一

て
頂
き
た
い
の
は
、

一

ウ
ン
カ
の
駆
除
並
害
虫
の
防
除

一
施

肥

結
球
し
な
い
も
の
は
味
梢
化
共

ー

E
水
、
稲
り
一
生
の
う
ち
で
一
番
大
ウ
ン
カ
が
き

τた
ら
早
く
発
足
し
て
ホ

一
に
思
い
か
ら
充
分
結
球
せ
し
む
令
こ
と
が

の
必
要
な
時
期
は
幼
穏
の
形
成
期
か
ら
リ
ト
｜
ル
粉
剤
を
撒
布
し
て
下
さ
レ

一
肝
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
為
に
は
充
分
肥
料

穂
パ
ラ
ミ
期
、
出
種
、
開
花
州
市
へ
か
け

白

菜

の

栽

培

を
施
し
殊
に
結
球
前
に
肥
切
れ
せ
ぬ
ゃ
う

て
で
あ
る
と
の
時
期
は
花
水
と
言
っ
て
自
棄
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
。
発
育
割

注

意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。
吸
牧
さ
れ

大
切
な
時
で
す
。
氷
が
不
足
す
る
と
シ

の
適
温
は
二
十
度
C
位
で
結
球
期
に
は
十

↑
る
一一
＝
炭
素
は
外
葉
反
当
千
五
百
貰
結
球
二

イ
ナ
が
多
く
な
り
誠
一
般
が
ひ
ど

い

。

二

度

c
t十
六
度
伶
が
良
い
土
性
は
有
機
一
千
覧
の
場
合
は
u
h
五、

二
五
劃
P
二
、
四

土
用
干
を
し
て
回
の
固
ま
っ
て
い
る
田

－
質
に
寓
む
保
水
力
の
あ
る
所
が
良
く
、
排

一
五
O
、
加
里
七
貨
で
あ
る
。

は
水
を
き
ら
な
い
棋
、
と
く
に
や
わ

ら

水
不
良
地
で
は
根
腐
病
が
発
生
す
る
e

一
施
肥
例
反
当
権
肥
、
五

O
O質
、
下

か
い
剖
は
一
た
ん
水
b
e落
し
て
と
き
ど

一
1

口
開
間
数
多
く
口
問
一
極
が
あ
る
が
一
般

一
肥
三
五

O
貰
、
硫
安
五
賞
、
過
隣
酸
石
灰

き
水
を
入
れ
る
絞
枯
病
の
常
発
地
紡
は

に

適
す
る
の
は
加
賀
白
爽
（
京
都
三
号

一
八
賞
、
木
伏
四
O
民、

こ
の
頃
は
深
水
に
す

る

。

）

が

良

い、

一

地
肥
、
灰
以
外
の
肥
料
は
四
回
に
分
け

2

落
水
の
時
期
穂
が
出
て
か
ら
二
十

2

捕
積
平
時
は
病
智
虫
殊
に
腐
敗
耕

一
て
施
す
こ
と
。

日
は
水
を
き
ら
な
い
こ
と
早
く
落
す
と

一

キ
ス
ヂ

1
4
ム
シ
、
心
喰
虫
の
被
腎
が

定

前

睦

巾

は

三

尺

株

間
は
ニ
尺

米
粒
の
み
の
り
裁
に
ク
ズ
米
や
死
米
が
多
い
。
又
晩
く
蒔
く
と
結
球
が
小
さ
く
－
．K
当
二
千
株
か
ら
三
千
株
で
良
い
。

多
く
な
る
。

叫謡曲
英
を
蒔
く
関
係
で
訴
不
一
時
開
株
を
生
ず
る
。
大
体
八
月
五
日

病

害

虫

の

防

除

根
腐
病

水
則
を
早
め
る
と
き
で
も
び
ど
く
乾
し
－

前
后
が
尚
氏
い
。
宮川床
H
数
＝
十
五
日
位
一
根
に
発
生
し
生
長
鈍
〈
媛
性
と
り
日
中
は

田
は
水
を

入

れ

聞

に

潟

気

を

＼

l
lp
』

饗

凶

し

遂
に
賀
変
枯
比
す
る
。

与
へ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
ヘ

仇

司

奈

は

十
六

i
二
十

一
度
C
の

。
湿
田
は
夜
間
集
な
り
早
く
／

4
5－一＝
，

気
温
の
時
に
よ
く
発
生
、
排
水

水
を
落
し
て
も
良
レ
。

／
｜

不
良
国
又
は
般
性
の
所
に
多
発

穂
首
イ
モ
チ
病
の
防
除

－

一
度
イ
モ
チ
病
の
入
っ
た
処
は
穂
首
イ

モ
チ
病
に
か
・
ふ
り
易
い
。
白
秘
に
な
る

の
は
殆
ど
穂
首
イ
モ
チ
病
で
あ
る
。
自

穂
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
か
ら
予
防

に
薬
を
織
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。

毎
年
白
穂
に
な
る
処
、
口
m
極
段
林
一
号
、

早
千
葉
錦
、
ゃ
ち
こ
が
ね
等
い
も
ち
病
に

弱
い
も
の
は
必
ず
予
防
致
し
ま
し
ょ
号
。

レ
ね
は
稿
首
イ
モ
テ
病
に
は
か
L
ら
な
い

品
極
は
な
い
の
で
あ
る
。

予
防
の
方
法
は
共
同
撒
布
が

一
帯
効
果

が
高
い
、
個
人
個
人
で
予
防
し
て
も
何
回

も
薬
を
撒
か
な
い
と
効
栄
が
な
い
。

長
業

は
今
後
特
に
共
同
し
た
考
え
方
で
な
レ
と

生
活
が
苦
し
く
な
る
の
で
ら
る
。

撒
布
の
時
期
出
穂
期
直
前
と
穂
揃
の
ご

回
が
良
い
が
、
共
同
で
薬
剤
描
布
す
る
と
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で
本
業
が
六
枚
位
で
定
航
す
る
。

橋

街

並

反
当
ニ
合
一
合
粒
数
三
万
五

千
粒
位
で
あ
る
反
当
三
一
千
五
百
株
位
で
あ

る
と

一
ケ
所
二

O
粒
帰
植
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

ね
り
床
の
作
り
方
床
土
は
充
分
腐
熱
し
た

堆
肥
と
土
と
を
は
ぼ
等
放
に
混
ぜ
た
も
の

を
三
寸
の
停
さ
に
入
れ
坪
水

一
万
位
で
充

分
水
を
注
い
で
土
を
湿
せ
る
。

ブ
ロ
ヅ
ク
の
大
き
さ
は
四
寸
凶
刀
伎
に
す

る
。
反
当
十
三
坪
袈
す
る
。

正
方
形
の
切
込
み
が
が
、
れ
ば
そ
の
中
央
に

直
径
七

t
八
分
傑
さ
二

1
三
分
の
穴
を
あ

け

一
ケ
所
四

i
五
粒
宛
蒔
く
、
覆
土
を
し

少
盆
の
瑠
水
を
行
う
。
オ
ガ
厨
を
其
の
上

に
撒
布
（
二
分
位
の
厚
さ
）
に
す
る
其
の

上
ム
シ

ロ
で
覆
を
な
す
。
橘
甑
後
三
日
で

発
芽
す
る
。

す
る
。防

除

予
め
石
灰
反
当

す
。
湿
地
は
さ
け
る
。

四

t
五
年
間
菜
類
の
栽
凶
惜
し
て
な
い

ヤ」
・と
。

病
株
は
平
〈
処
分
す
る
こ
と
。

害

虫

の

防

除

措

極

と
同
時
に
D
D
T

粉
剤
を
撤
和
し
て
予
防
す
る
こ
と
、

其
の

後
発
生
の
都
度
D
D
T
粉
剤
の
撒
和

1 

法
三
十
I
四
十
貰
施

<') 

"" 3 
4 

写

真

H
泊
投
票
所
投
票
風
景

朝
日
町
連
合
婦
人
会
総
会

期
日
七
月
一
一
一

O
日
午
前
九
時
半

岡
崎
所
小
川
中
学
講
堂

講
師
龍
山
錠
信
先
生
（
入
替
高
校
長
）

会
員
の
意
見
発
表

朝
日
町
乳
幼
児
表
彰

吠
削
鑑
賞

町

政

を

聴

く

期
日
八
月
上
旬
（
予
定）

町
長
、
助
役
、
枚
入
役
、

各
諜
長
、

議
会
関
係
、
議
長
、
各
常
任
委
員
長

の
出
席
を
求
め
て
、
町
政
各
般
に
亘
っ
て

説
明
を
聞
〈

£』‘:o; 

第
三
回
朝
日
町
連
合
青
年
団

体

育

大

会

八
月
十
六
日
（
木
〉

午
前
九
時
開
会

小
丸
山
グ
ラ
ン
ド

期
日

場
i!IT 保

健

衛

生

講

話

会

期
日
七
月
二
十
九
日
ハ
日
）
午
後
一
時

場
所
朝
日
町
役
場
議
場

講
師
黒
部
保
健
所
宮
嶋
栄
養
師

主
催
朝
日
町
連
合
青
年
団

議員選挙投票の状況 （地方区）
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沢
:;j正

~{)l 
t.';( 

生

さ

朝
日
町
の
人
口
動
態

南保

i

i

f

ー

山
向
上
谷

正

（
昭
和
三
十

一
年
六
月
）

Mm木
直

美

＠

出

生

の

却

自

大

家

庄

合

殺

草

樹

伐
合

利

喜

剛

木

正

川

・

1
山
町
程
一守

米
同

利

子

枯

木

正

之

mvト
i

1
↑

大

付

浩

祈

羽

毛

羽

1
・1

r
I
R
i

百
石
正
一

克tJ

－

h
川

h
J
e

金
制

限
子

一

1
u山

口

進

宮
崎

一

加

味

修

二

n
U
仁

一

一
＠
死

亡

の

部

九

唯

同

一

泊

主

筒

庄

一

同

守

一

上
野

さ

ち

子

沢

叶

佳

子

一

安
川

琴

盆
踊
り
の
時
制
に
な
め
ま
し
た
0

・念
踊

一

い
場
所
玄
選
び
、
充
少
な
開
明
、

句
は
、
近
来
段
付
方
耐
の
悦
楽
、
慰
安
日
↑

L
f
r
j
こ
と
。

事
と
し
て
、
藤
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

一

1
－

i

L

J

っ
た
こ
と
は
、
結
併
な
－
」
と
で
す。

l
T8

m
り
の
終
了
は
、
お
そ
く
と
も
、

午

と
こ
ろ
が
、
こ
の
楽
し
か
る
べ
b
J
君
招

一

後

十
二
時
ま
で
と
す
る
こ
と
。

り
を
め
ぐ
っ
て
、
近
年
、

長
行
、
尚
一
言
事

一

l

件
を
は
じ
め
、
き
少
年
の
不
良
化
の
湯
む
一＠

食

跨
り
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
事
政

な
り
つ
L
あ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
一
防
止
の
点
か
ら
、
事
前
に
駐
布
所
か
、

の
こ
と
カ
す
。

一

瞥
察
署
に
述
絡
し
、
細
部
の
打
合
せ
を

例
え
ば
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
、
和
ム
J

一

i

！

’

ー
一

し
て
い
た
だ
き
た
い

町
青
年
凶
員
に
対
ず
る
殺
人
事
件
、
昭
和

一

R

二
十
九
年
八
月
の
入
汗
町
福
島
神
社
に
お

一①

臨

場

の

風
紀
の
保
持
や
、
秩
序
の
維

一

盆
踊
り
を
明
る
〈
楽
・
し
〈

…

…

グ
主
催
者
で
自
主
的
警
戒
を
グ

一

善

警

察

署

一

作
は
円
、
．
1
的
に
行
う
よ
4
枇
菅
波
日
以
や
、

同
所
有
設
け
る
こ
と
。

般大
下森

r.f;J 
h、
均百三
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あ

入
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1デ11 第

風
紀
上
よ
く
な
い
、
ひ
わ
い
な
、

ヤ
シ
や
、
取
を
唱
わ
な
い
こ
と
。

茂

第

下新川郡民体育大会

回

作庁

二十一日
二十二 日

奈月

同
ノ」品

月

出
寸

拘

パ

〆七

於

3 
6 

R汀

一
青
少
年
野
外
活
動
の

一

台
出
九
又
こ
己
日
～

E

一

十

H
二一
一見
；
↓
す
ζ
λ

一
宮
崎
城
魁
及
自
然
博
物
舘
資
料
舘
等

一

青

少
年
の
野
外
教
育
活
動
は
、
青
少
年

一
を
し
て
白
熱
の
蹟
境
の
な
か
で
、
日
常
生

v

一
活
に
於
て
得
が
た
い
極
ん
へ
の
経
験
を
通
じ

い
一
て
、
心
身
の
修
純
・ぞ
な
さ
」
め
よ
う
と
す

山
一
る
も
の
で
あ
る
。

山
一

判
日
町
行
内
で
は
、

山
一

宮
崎
城
山
キ
ャ
ン
プ
地

山
一
所
花
地
制
日
町
日
時

三
代
川
者
制
日
町
投
書
H
蚕
員
会

一
一

上
著
狭
キ
ャ
ン
プ
地

二
所
在
地
朝
日
町
山
崎
（
元
湯
上
流
）

何
川
者
山
崎
海
林
組
合

宿
泊
所
と
し
て

宮
崎
自
然
博
物
舘
宿
泊
所

所
在
地
朝
日
町
宮
崎
一
、
四
八
五
番
地

管
用
者
九
里
道
守

牧
谷

人

民

六

O
名

宿
泊
費
主
食
持
参
朝
夕
食
付
二

O
O
円

笹
川
公
民
舘
宿
泊
所

所
在
地
朝
日
町
佐
川
（
小
学
校
附
設
〉

管
四
者
竹
内
抗
太
郎

枚
答
人
員

一
主

O
t二
O
O名

宿
泊
費
宮
崎
自
然
陣
物
館
に
同
じ

既
に
キ
ヤ
シ
プ
地
で
は
上
若
狭
は
高
校

キ
ャ
ン
プ
に
利

mさ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

陪
り
、
宿
泊
岬
で
は
、
山
崎
自
然
博
物
舘

宿
泊
所
は
利
用
申
込
み
が
次
か
ら
次
と
な

さ
れ
、
利
川
さ
れ
て
レ
る
。

利
用
に
関
し
て
詐
制
は
、
制
日
町
教
育

香
川同
会
又
は
此
得
り
の
小
学
校
に
川
合
せ

ら
れ
泣
い。

長
〈
続
い
た
悔
却
は
、
そ
の

置
き
土
厳
に
、

当
地
方
一
帯
に

豪
雨
を
降
ら
せ
た
。

文
災
巾
一門復
旧
に
金
と
人
が
必
要

に
な
っ
た
。

早
く
栴
雨
も
よ
っ
て
、
海
に

山
に
の
夏
の
シ
ー
ズ
ン
が
来
て

ほ
し
い
も
の
だ
。

E害事調理


